
1

海面上昇による沿岸域の影響

東北大学
 

環境科学研究科
風間

 
聡



2

内容

1. 研究プロジェクトの内容

2. 研究成果：高潮災害

3. 研究成果：液状化

4. 研究成果：地下水塩水化

5. まとめ
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プロジェクトの構成

沿岸域における気候変動の複合的災害影
響・リスクの定量評価と適応策に関する研
究（代表：安原）

温暖化による水資源への影響予測に関す
る研究（代表：風間）

１．研究プロジェクトの内容
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プロジェクトの構成

沿岸域における気候変動の複合的災害影
響・リスクの定量評価と適応策に関する研
究

高潮災害の危険性

液状化リスクの上昇

温暖化による水資源への影響予測に関す
る研究

地下淡水水資源の減少

１．研究プロジェクトの内容
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沿岸域における複合災害

 
１．研究プロジェクトの内容
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●各サブテーマの関係●

温暖化感度
関数の提案
(1)国総研

高潮と河川氾

 濫による沿岸

 域の浸水影

 響・リスクの定

 量評価と適応

 策の検討
(2)茨城大

海面上昇によ

 る沿岸域地盤

 変状予測と適

 応策の検討
(3)茨城大

気候変動と巨

 大地震による

 複合的地盤災

 害評価と適応

 策の検討
(4)茨城大

災害による経済

 的損失評価と
適応策の経済性

 評価
(5)九大

１．研究プロジェクトの内容
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温暖化

水需給の変化
社会環境の変化
造水技術の進歩
経済環境の変化

都市用水
の影響

農業用水
の影響

可能水資
源量の変化

水災害の
リスク変化

水循環の変化

適応政策 経済評価

防御，緩和，退避

水の量

相互影響評価

分布データ提供

水の質
（栄養塩，細菌）

水資源への影響

１．研究プロジェクトの内容
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農業用水マップ 都市用水マップ

水災害マップ

自然水資源
転作マップ
湛水マップ

仮想水マップ

渇水マップ
洪水マップ

土砂崩マップ

下水マップ

水質マップ

水利用マップ

水需給マップ

コストマップ

政策評価マップ

政策

農業用水マップ 都市用水マップ

水災害マップ

自然水資源
転作マップ
湛水マップ

仮想水マップ

転作マップ
湛水マップ

仮想水マップ

渇水マップ
洪水マップ

土砂崩マップ

渇水マップ
洪水マップ

土砂崩マップ

下水マップ

水質マップ

水利用マップ

下水マップ

水質マップ

水利用マップ

水需給マップ

コストマップ

政策評価マップ

政策

東大東大農工研

東北大

国総研

東大・東北大

ダム設置

下水道整備

●各サブテーマの関係●

１．研究プロジェクトの内容
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高潮災害の危険性

海面上昇によって沿岸災害の危険性が上
昇する

特に津波，高潮に対して脆弱

沿岸には資産の集中

２．高潮災害

低平地
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土質試料の選定

土粒子密度試験
含水比試験

各地域河川堤防
変状の影響を推察

液性限界・塑性限界試験

人工海水蒸留水 影響

変状特性

定率ひずみ圧密試験

人工海水蒸留水 影響

圧密特性

２．高潮災害

塩水浸入
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各地域の海水による影響・破堤パターンの推察

強度低下
圧縮量増加
透水性上昇
浸透破壊
越水破壊

透水性低下

残留水圧
 による損傷

強度低下
圧縮量増加
透水性上昇

or
透水性低下

相互の
破壊パターン

海水に強い堤防が望まれる
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地下淡水資源の減少

塩水
淡水

４．地下塩水化
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地下淡水資源の減少

塩水
淡水

海面上昇

４．地下塩水化
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地下淡水資源の減少

塩水
淡水

海面上昇

生産活動の変化

４．地下塩水化
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地下淡水資源の減少

塩水
淡水

気候変動

海面上昇

生産活動の変化

４．地下塩水化
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塩水浸入のモデル化（ sharp interface model ）
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４．地下塩水化

Land use pattern

Region Land use Crop Coefficient Kc SCS Curve 
NumberKc Int KCrow KC final

CAM Wood and Grass 0.8 1.05 0.5 40
MED Forests 0.9 1.1 0.9 30
SAF Grass lands/ Pasture 0.8 0.95 0.9 38
SAH Bare lands 0.5 90
SAS Agricultural lands 0.3 10.5 0.5 65

FAO Global land use map
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まとめ

海面上昇によって，高潮や津波などの沿岸
災害の危険地域は，大都市に集中する．

地震時に液状化のリスクは上昇する．

地下淡水資源は，多くの地域でゆっくりと減
少する．

５．まとめ
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まとめ

被害はゆっくりと顕在化する．

適応策は長期的な視点が必要である．

様々な対応の準備が必要（ハード，ソフト共）

計画的な対策の立案

今後の詳細な調査がより信頼性を与える．

５．まとめ
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